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1. はじめに 

近年、実写画像をアニメスタイルの画像に変換する

スタイル変換が注目されている.本稿では、CNN を用い

て Lab色空間を予測し、自動着色により AnimeGANの変

色問題を改良する. 

2. AnimeGAN 

AnimeGAN は vgg19ネットワークを利用してスタイル

変換を行う上で開発された軽量モデルである . 

GeneratorとDiscriminatorの２つのネットワークから

構成されており、互いに競い合わせることで精度を高

め、最終的にアニメ風の画像が生成できる.Generator

の損失関数は対抗損失、コンテンツ損失、グレイスケ

ール対抗損失、色再構築損失、四つの部分からなる.元

画像の内容を保つ上で、アニメ風画像を生成する. 

 
図 2 AnimeGANアーキテクチャ 

 

3. CNN に基づく AnimeGAN 改良の提案 

AnimeGAN はグレイスケールルーズにより、生成した

画像が変色や暗くなる傾向があるため、YUV空間で色再

構築関数を用いて元画像の色を維持する．したがって、

効果が良くないため、今回は色再構築損失関数の代わ

りに、 Lab色空間の色分離性を利用し、Ｌ、a、bに分

離する.L テーブル画像を Generator に入力し、生成ネ

ットワークの出力はグレイスケールのアニメ画像で、

この画像を CNN に入力し、a と b の予測により着色し、

色付けアニメ風の画像が生成できる. 

3.1. 損失関数 

P: リアル写真のグレイスケール画像 

A: アニメ画像  

X: グレースケールアニメ画像  

Y: エッジ抜きグレイスケール化アニメ画像 

𝐿(𝐺) = 𝜔𝑎𝑑𝑣𝑌𝑝𝑖 ~𝑆𝑑𝑎𝑡𝑎(𝑝)[(𝐺(𝑝𝑖 )− 1) 2 ]+ 

𝐿𝑐𝑜𝑛(𝐺,𝐷) + 𝐿𝑔𝑟𝑎(𝐺,𝐷) 

式 3.1 Generator 損失 

𝐿(𝐷) = 𝜔𝑎𝑑𝑣[𝑌𝑎𝑖 ~𝑆𝑑𝑎𝑡𝑎(𝑎)[(𝐺(𝑎𝑖 )− 1) 2 ] + 𝑌𝑝𝑖 

~𝑆𝑑𝑎𝑡𝑎(𝑝) [(𝐷(𝐺(𝑝𝑖 ))) 2 ] + 0.1𝑌𝑦𝑖 ~𝑆𝑑𝑎𝑡𝑎(𝑦) 

[(𝐷(𝑦𝑖 )) 2 ]] 

式 3.2 Discriminator 損失 

4. 実験結果 

 
図 4 結果(左: 写真, 中: AnimeGAN, 右: 改良後) 

 

5. 今後の課題 

今後はスタイル変換をさらに改良する予定である. 
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